
60外交 Vol.52 Nov./Dec. 201861

トレンド 2018
　

一
一
月
五
日
、
米
中
間
選
挙
の
前
夜
。
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
最

後
の
演
説
の
舞
台
に
選
ん
だ
の
は
、
ミ
ズ
ー
リ
州
ケ
ー
プ
ジ
ラ
ー
ド

だ
っ
た
。
米
国
の
「
へ
そ
」
の
よ
う
な
内
陸
部
に
あ
る
、
人
口
四
万

人
足
ら
ず
の
街
。
強
い
雨
が
降
る
な
か
、
人
々
は
何
時
間
も
前
か
ら

列
を
な
し
、
開
場
を
待
っ
て
い
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
の
演
説
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
格
闘
技
の
興
行
に
近
い
。

大
音
響
の
ポ
ッ
プ
ス
が
鳴
り
響
く
な
か
、
聴
衆
は
登
場
を
待
つ
。
登

壇
し
た
ト
ラ
ン
プ
氏
は
聴
衆
の
反
応
を
み
な
が
ら
、
移
民
や
貿
易
問

題
な
ど
得
意
の
テ
ー
マ
を
当
意
即
妙
に
繰
り
出
し
て
い
く
。「
中
国

に
莫
大
な
関
税
を
か
け
て
や
っ
た
。
米
国
の
製
鉄
所
も
ア
ル
ミ
工
場

も
生
き
返
っ
た
ぞ
」。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
う
な
り
、
喝
采
を
浴
び
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
の
主
張
の
率
直
さ
に
は
力
が
あ
る
。
自
由
貿
易
が

進
み
、
世
界
の
富
は
増
し
た
が
、「
果
実
」
の
配
分
は
偏
り
が
ち
だ
。

米
中
西
部
を
訪
ね
て
話
を
聞
い
た
農
家
や
労
働
者
の
多
く
が
「
置
き

去
り
に
さ
れ
た
」「
都
市
住
民
に
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
る
」
と
感
じ
て

い
た
。
そ
の
疎
外
感
は
切
実
で
、
真
摯
に
受
け
止
め
ら
れ
る
べ
き
も

の
だ
。
農
家
は
、
通
商
紛
争
の
結
果
、
中
国
な
ど
に
よ
る
報
復
関
税

で
実
害
を
受
け
る
立
場
に
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
ト
ラ
ン
プ
氏
へ
の
支

持
は
根
強
い
。
従
来
の
政
治
に
は
な
い
希
望
を
見
い
だ
し
て
い
る
か

ら
だ
。

ト
ラ
ン
プ
貿
易
交
渉
は
ゼ
ロ
サ
ム
ゲ
ー
ム
か

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
移
り
気
な
指
導
者
だ
が
、
一
点
に
お
い
て
一
貫
し

て
い
る
。
貿
易
を
ゼ
ロ
サ
ム
ゲ
ー
ム
と
と
ら
え
、米
国
の
赤
字
を「
負

け
」と
と
ら
え
る
感
覚
だ
。
原
点
は
日
米
貿
易
摩
擦
に
さ
か
の
ぼ
る
。

　

一
九
八
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
ト
ラ
ン
プ
自
伝
』（
邦
訳
は
ち
く

ト
ラ
ン
プ
政
権
対
中
強
硬
政
策
の
基
盤

朝
日
新
聞
ア
メ
リ
カ
総
局

青
山
直
篤

大
統
領
の
「
口
撃
」
が
政
策
に
直
結
す
る
か
の
よ
う
な

「
米
中
貿
易
戦
争
」。
筋
書
き
は
書
か
れ
て
い
る
が
、

ス
ト
ー
リ
ー
の
結
末
は
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
。

自
由
貿
易
体
制
を
享
受
し
て
き
た
過
去
を
も
と
に
、

未
来
を
い
か
に
す
る
か
。
日
本
の
生
き
方
が
問
わ
れ
る
。

ま
文
庫
）
に
、
次
の
記
述
が
あ
る
。「
残
念
な
の
は
、
日
本
が
何
十

年
も
の
間
、
主
と
し
て
利
己
的
な
貿
易
政
策
で
ア
メ
リ
カ
を
圧
迫
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
富
を
蓄
え
て
き
た
点
だ
。
ア
メ
リ
カ
の
政
治
指

導
者
は
日
本
の
こ
の
や
り
方
を
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
も
、
そ
れ
に

う
ま
く
対
処
す
る
こ
と
も
で
き
ず
に
い
る
」。

　

い
ま
中
国
に
言
っ
て
い
る
こ
と
と
変
わ
ら
な
い
。
ト
ラ
ン
プ
氏
の

対
中
観
は
、
お
お
む
ね
こ
の
枠
内
に
あ
る
。
中
国
は
対
米
貿
易
黒
字

が
首
位
で
あ
る
点
に
お
い
て
問
題
だ
が
、
日
独
の
よ
う
な
同
盟
国
も

「
米
国
に
貿
易
で
た
か
っ
て
き
た
」
と
い
う
点
で
質
的
な
違
い
は
な

い
。中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
へ
の
親
愛
の
情
を
た
び
た
び
口
に
し
、

「
貿
易
面
で
は
、
友
だ
ち
の
方
が
敵
よ
り
た
ち
が
悪
い
」
と
も
述
べ

て
き
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
が
、
歴
史
や
地
政
学
的
な
世
界
観
を
踏
ま
え
た
対
中

戦
略
を
語
る
こ
と
は
な
い
。
一
一
月
末
に
見
込
む
習
氏
と
の
首
脳
会

談
で
、
中
途
半
端
な
妥
協
案
を
「
歴
史
的
合
意
」
と
演
出
し
て
、
自

ら
の
デ
ィ
ー
ル
（
取
引
）
術
を
印
象
づ
け
よ
う
と
す
る
シ
ナ
リ
オ
も

あ
り
う
る
。

　

し
か
し
、
米
政
権
の
対
中
政
策
を
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
八
〇
年
代
的

な
枠
組
み
だ
け
で
と
ら
え
る
と
、
問
題
の
本
質
を
見
誤
る
。
政
権
に

は
、
中
国
の
台
頭
と
い
う
歴
史
的
変
化
を
意
識
し
、
対
抗
戦
略
を
描

く
専
門
家
が
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
と
い
う
あ
る
種
の
政
治
的
天
才
を

使
い
、
米
国
の
国
益
に
資
す
る
と
考
え
る
対
中
政
策
を
推
し
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
。

　

筆
頭
が
、
米
通
商
代
表
部
（
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
）
の
ラ
イ
ト
ハ
イ
ザ
ー
代

表
だ
ろ
う
。
八
〇
年
代
、
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
次
席
代
表
と
し
て
日
米
鉄
鋼
協

議
に
携
わ
り
、
日
本
に
対
米
鉄
鋼
輸
出
の
自
主
規
制
を
受
け
入
れ
さ

せ
た
。
九
九
年
四
月
の
米
紙
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
へ
の
寄
稿

で
は
、中
国
の
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
加
盟
に
懸
念
を
示
し
、「
中

国
の
軍
事
面
、
外
交
面
で
の
攻
撃
的
行
動
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
経

済
的
手
段
で
圧
力
を
加
え
る
こ
と
が
ま
さ
に
必
要
な
こ
と
だ
」
と
述

べ
て
い
る
。

　

米
側
に
は
、
中
国
が
豊
か
に
な
れ
ば
自
由
で
民
主
主
義
的
な
国
に

な
る
、
と
の
期
待
が
あ
っ
た
が
、
中
国
は
専
制
を
強
め
、
対
外
拡
張

の
野
心
を
む
き
出
し
に
し
た
。
米
議
会
の
諮
問
機
関
「
米
中
経
済
安

全
保
障
調
査
委
員
会
」
は
一
一
月
の
年
次
報
告
書
で
「
期
待
は
ム
ダ

だ
っ
た
」
と
断
定
し
、「
米
議
会
や
政
権
、
産
業
界
は
す
で
に
中
国

に
よ
る
国
際
秩
序
の
転
覆
の
試
み
に
超
党
派
で
取
り
組
み
始
め
た
」

と
述
べ
た
。

　

一
方
的
な
「
夢
」
が
裏
切
ら
れ
た
と
の
感
覚
が
、
反
動
と
な
っ
て

強
硬
論
に
力
を
与
え
て
い
る
。
中
国
が
米
企
業
か
ら
知
的
財
産
を
盗

み
、
国
家
ぐ
る
み
で
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
な
ど
を
育
て
、
経
済
・
軍

事
覇
権
を
奪
お
う
と
し
て
い
る

—
—

。
オ
バ
マ
前
政
権
で
も
く
す

あ
お
や
ま　

な
お
あ
つ　

二
〇
〇
三
年
東
京

大
学
卒
、
〇
八
年
、
米
タ
フ
ツ
大
学
フ
レ
ッ

チ
ャ
ー
法
律
外
交
大
学
院
修
了
。
共
同
通
信

社
を
経
て
〇
八
年
、
朝
日
新
聞
社
に
入
社
し
、

山
口
総
局
、
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
編
集
部
、
経
済
部
を

経
て
一
八
年
か
ら
ア
メ
リ
カ
総
局
。
米
ト
ラ
ン

プ
政
権
の
経
済
通
商
政
策
を
担
当
し
て
い
る
。
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ぶ
っ
て
い
た
懸
念
は
、
現
政
権
下
で
各
界
に
急
速
に
浸
透
し
た
。

中
国
へ
の
警
戒
感
喧
伝
の
影
で

　

従
来
は
米
金
融
界
が
融
和
を
志
向
し
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
で
も
金
融

界
出
身
の
ム
ニ
ュ
ー
シ
ン
財
務
長
官
が
協
調
路
線
を
主
導
す
る
。
し

か
し
、
強
硬
派
の
ナ
バ
ロ
大
統
領
補
佐
官
は
一
一
月
九
日
の
講
演
で

「
中
国
政
府
の
影
響
を
受
け
た
大
金
持
ち
が
（
融
和
へ
の
）
全
面
攻

勢
を
仕
掛
け
て
い
る
。〈
ウ
ォ
ー
ル
街
〉
は
米
中
交
渉
か
ら
出
て
い

け
！
」
な
ど
と
公
然
と
金
融
界
を
牽
制
。「
大
統
領
と
ラ
イ
ト
ハ
イ

ザ
ー
通
商
代
表
の
二
人
以
外
は
、
交
渉
に
当
た
る
べ
き
で
は
な
い
」

と
訴
え
た
。
米
政
権
関
係
者
は
、
ナ
バ
ロ
氏
と
ラ
イ
ト
ハ
イ
ザ
ー
氏

と
の
対
中
観
は
「
一
〇
〇
％
一
致
し
て
い
る
」
と
話
す
。
た
だ
重
要

な
違
い
は
、
中
国
批
判
で
物
議
を
醸
す
ナ
バ
ロ
氏
と
違
い
、
ラ
イ
ト

ハ
イ
ザ
ー
氏
は
自
ら
が
表
に
出
な
い
姿
勢
を
徹
底
し
て
い
る
こ
と

だ
。
閣
僚
ら
が
権
力
闘
争
を
続
け
、
混
乱
が
絶
え
な
い
政
権
内
で
、

ト
ラ
ン
プ
氏
の
不
興
を
買
わ
な
い
よ
う
腐
心
し
、
自
ら
の
戦
略
を
慎

重
に
実
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
映
る
。

　

米
中
首
脳
会
談
が
「
合
意
」
を
演
出
し
た
と
し
て
も
、
中
国
と
の

協
調
に
弾
み
が
つ
く
と
は
思
え
な
い
。
ト
ラ
ン
プ
氏
の
支
持
基
盤
で

あ
る
キ
リ
ス
ト
教
福
音
派
の
ペ
ン
ス
副
大
統
領
は
一
〇
月
の
講
演

で
、
聖
書
の
表
現
を
ひ
ね
っ
た
言
い
回
し
で
「
中
国
共
産
党
は
米
国

か
ら
盗
ん
だ
技
術
で
鋤
を
剣
に
変
え
つ
つ
あ
る
（
戦
争
の
準
備
を
し

て
い
る
）」
と
指
摘
。
中
国
と
の
「
新
冷
戦
」
時
代
の
始
ま
り
を
画

す
る
演
説
だ
っ
た
。

 

〈
ウ
ォ
ー
ル
街
〉
を
代
表
す
る
ポ
ー
ル
ソ
ン
元
財
務
長
官
も
一
一
月

六
日
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
講
演
で
、
米
中
経
済
の
「
デ
カ
ッ
プ
リ

ン
グ
（
分
離
）」
を
目
指
す
主
張
が
勢
い
を
増
し
て
い
る
と
懸
念
を

表
明
。「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
以
来
、市
場
開
放
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ

た
た
め
に
、
米
産
業
界
は
過
去
の
対
中
政
策
の
擁
護
者
か
ら
懐
疑
派

に
、
さ
ら
に
は
反
対
者
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
嘆
い
た
。

　

米
国
は
焦
っ
て
い
る
。
し
か
し
、こ
の「
戦
い
」に
は
出
口
が
な
い
。

　

仮
に
中
国
が
米
国
の
要
求
通
り
理
想
的
な
市
場
経
済
に
移
行
す
れ

ば
、
強
硬
派
は
満
足
な
の
か
。
中
国
は
さ
ら
に
経
済
発
展
し
、
米
企

業
は
中
国
に
ま
す
ま
す
生
産
を
移
す
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
是
と
す
る
と

は
思
え
な
い
。
中
国
が
米
側
の
意
図
を
問
答
無
用
の
「
封
じ
込
め
」

と
と
ら
え
、
疑
心
暗
鬼
に
陥
る
の
は
当
然
だ
。

　

中
国
は
今
後
、
さ
ら
に
不
透
明
な
や
り
方
で
、
次
世
代
技
術
を
自

国
で
囲
い
込
も
う
と
す
る
傾
向
を
強
め
る
だ
ろ
う
。
米
側
が
デ
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
を
目
指
し
て
も
、
米
中
以
外
の
経
済
の
緊
密
化
は
止
め
ら

れ
な
い
。
巨
大
経
済
圏
構
想
「
一
帯
一
路
」
を
通
じ
、
周
辺
国
を
従

わ
せ
よ
う
と
す
る
中
国
側
の
思
惑
に
力
を
与
え
か
ね
な
い
。

　

ま
た
、
も
し
米
国
が
中
国
の
「
封
じ
込
め
」
に
成
功
し
て
も
、
中

国
が
い
ま
よ
り
自
由
で
民
主
主
義
的
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
か
つ

て
米
国
は
門
戸
開
放
を
唱
え
、
満
州
を
死
活
的
利
益
と
と
ら
え
た
日

本
と
対
立
。
日
米
戦
争
に
発
展
し
、
米
国
は
日
本
を
中
国
か
ら
排
除

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
生
ま
れ
た
の
は
共
産
中
国
で
、
市
場

は
八
〇
年
代
ま
で
閉
ざ
さ
れ
た
。「
出
口
」
が
明
確
で
な
い
紛
争
は
、

米
国
の
国
益
に
つ
な
が
ら
な
い
。

問
わ
れ
て
い
る
の
は
日
本
の
生
き
方

　

し
か
し
、
合
理
的
判
断
を
超
え
、
対
立
は
長
期
に
わ
た
っ
て
続
く

だ
ろ
う
。
問
わ
れ
る
の
は
日
本
の
戦
略
だ
。

　

私
は
一
七
年
三
月
、
日
産
自
動
車
の
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
会
長
に
、

ト
ラ
ン
プ
氏
が
体
現
す
る
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
機
運
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
か
尋
ね
た
こ
と
が
あ
る
。
ゴ
ー
ン
氏
は
「
こ
れ
ま
で
の
行
き

過
ぎ
へ
の
一
時
的
な
調
整
に
過
ぎ
ず
、
世
界
が
一
つ
の
市
場
に
な
る

大
き
な
流
れ
は
変
わ
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

ゴ
ー
ン
氏
の
こ
の
断
定
は
誤
り
だ
っ
た
と
思
う
。
先
進
民
主
主
義

国
の
多
く
は
政
治
的
な
機
能
不
全
に
陥
り
、
自
由
市
場
が
生
む
富
の

分
配
に
成
功
し
て
い
な
い
。
ゴ
ー
ン
氏
の
よ
う
な
一
部
の
「
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
申
し
子
」
の
言
葉
が
、
残
る
圧
倒
的
多
数
の
「
忘
れ
ら
れ

た
人
た
ち
」
の
共
感
を
得
に
く
い
の
は
当
然
だ
。

　

し
か
し
、
日
本
は
自
由
貿
易
体
制
の
「
優
等
生
」
の
立
場
に
徹
す

る
ほ
か
は
な
い
。
戦
後
の
米
国
主
導
の
自
由
貿
易
体
制
で
、
最
も
利

益
を
得
た
国
が
日
本
だ
。
世
界
の
中
で
み
れ
ば
、
日
本
は
自
由
貿
易

の
申
し
子
だ
。
恵
ま
れ
た
立
場
の
国
が
、
自
ら
の
よ
っ
て
立
つ
基
盤

に
自
信
を
失
う
と
い
う
の
は
欺
瞞
だ
ろ
う
。

　

米
中
両
国
の
保
護
主
義
に
は
理
を
尽
く
し
て
対
抗
し
つ
つ
、
両
国

が
な
ぜ
い
ま
の
状
況
に
陥
っ
た
か
冷
静
に
分
析
し
、
学
ぶ
必
要
が
あ

る
。
自
由
貿
易
に
耐
え
る
競
争
力
あ
る
産
業
を
育
て
な
が
ら
、
民
主

主
義
の
質
と
財
政
力
を
高
め
、
競
争
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
っ
た

人
々
を
支
え
る
国
内
基
盤
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　

私
は
、
国
際
政
治
学
者
の
高
坂
正
堯
氏
が
著
し
た
『
文
明
が
衰

亡
す
る
と
き
』（
新
潮
選
書
）
の
最
終
章
「
通
商
国
家
日
本
の
運
命
」

を
愛
読
し
て
い
る
。
日
米
貿
易
摩
擦
た
け
な
わ
の
八
〇
年
代
に
出
さ

れ
た
高
坂
氏
の
論
考
は
、
い
ま
あ
ら
た
め
て
示
唆
に
富
む
。

　
「（
通
商
国
家
に
は
）
よ
ほ
ど
逞
し
い
精
神
が
必
要
だ
が
、
通
商
国

家
の
生
き
方
に
は
逞
し
さ
を
衰
頽
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
（
中
略
）。

絶
え
間
な
く
変
動
す
る
国
際
情
勢
に
巧
み
に
対
応
す
る
こ
と
は
人
々

を
疲
れ
さ
せ
る
。
し
か
も
、
そ
の
対
応
と
は
、
所
詮
妥
協
だ
か
ら
、

そ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
、
自
分
た
ち
の
生
き
方
へ
の
確
信

が
失
わ
れ
る
危
険
が
あ
る
」

　

米
中
通
商
紛
争
で
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
日
本
自
身
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
●


